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政
府
の
い
う
「
指
摘
は
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
第
百
九
十
二
回
臨
時
国
会
の
衆
議
院
本
会
議
で
の
安
倍
総
理
の
所
信
表
明
演
説
に
お
け
る
自
民
党
議
員
の
起
立
、
拍
手
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
九
二
第
二
二
号
）
（
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
で
、
政
府
は
、
「
安
倍
総
理

は
海
上
保
安
庁
、
警
察
お
よ
び
自
衛
隊
の
職
員
ら
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
そ
う
と
呼
び
か
け
を
行
っ
た
も
の
で
、
指
摘
は
当
た

ら
な
い
」
旨
の
見
解
を
示
し
た
。

他
方
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日
、
読
売
新
聞
は
、
「
民
進
、
共
産
、
日
本
維
新
の
会
の
三
党
は
二
十
七
日
の
衆
院
議

院
運
営
委
員
会
理
事
会
で
、
二
十
六
日
の
衆
院
本
会
議
で
安
倍
首
相
の
所
信
表
明
演
説
中
に
自
民
党
議
員
ら
が
立
ち
上
が
っ
て

拍
手
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
民
党
に
抗
議
し
た
。
同
党
の
�
木
毅
筆
頭
理
事
は
「
適
切
で
は
な
か
っ
た
」
と
認
め
、
再
発

防
止
を
図
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
首
相
に
も
三
党
か
ら
の
抗
議
を
伝
え
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日
、
朝
日
新
聞
は
、
「
野
党
が
二
十
七
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
で
抗
議
し
た
。
自
民
は

「
適
切
で
は
な
か
っ
た
」
と
認
め
、
首
相
に
伝
え
る
こ
と
を
約
束
」
「
日
本
で
は
慣
例
で
な
い
行
動
で
、
議
事
進
行
が
遅
れ

た
。
大
島
理
森
衆
院
議
長
も
そ
の
場
で
注
意
。
佐
藤
勉
議
運
委
員
長
は
記
者
団
に
「
自
然
発
生
的
と
は
い
え
、
決
し
て
い
い
こ

と
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

一



こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
答
弁
書
で
い
う
「
指
摘
は
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
見
解
に
は
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す

る
。

一

一
連
の
報
道
に
よ
る
と
こ
ろ
の
、
「
民
進
、
共
産
、
日
本
維
新
の
会
の
三
党
は
二
十
七
日
の
衆
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事

会
で
」
、
「
自
民
党
に
抗
議
し
た
。
同
党
の
�
木
毅
筆
頭
理
事
は
「
適
切
で
は
な
か
っ
た
」
と
認
め
、
再
発
防
止
を
図
る
こ

と
を
約
束
し
」
、
「
首
相
に
伝
え
る
こ
と
を
約
束
」
し
た
こ
と
の
「
民
進
、
共
産
、
日
本
維
新
の
会
の
三
党
」
の
「
抗
議
」

は
政
府
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

衆
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
の
「
民
進
、
共
産
、
日
本
維
新
の
会
の
三
党
」
の
「
抗
議
」
を
政
府
に
伝
え
た
の
は
誰

か
。
ま
た
受
け
た
の
は
政
府
の
誰
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
民
進
、
共
産
、
日
本
維
新
の
会
の
三
党
」
の
「
抗
議
」
は
、
安
倍
総
理
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
。
そ
の
日
時
は
い
つ
か
。

政
府
の
見
解
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

答
弁
書
に
い
う
「
指
摘
は
当
た
ら
な
い
」
と
は
、
「
民
進
、
共
産
、
日
本
維
新
の
会
の
三
党
は
二
十
七
日
の
衆
院
議
院
運

営
委
員
会
理
事
会
で
」
、
「
自
民
党
に
抗
議
し
た
。
同
党
の
�
木
毅
筆
頭
理
事
は
「
適
切
で
は
な
か
っ
た
」
と
認
め
」
た
こ

と
と
政
府
は
異
な
る
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



五

「
民
進
、
共
産
、
日
本
維
新
の
会
の
三
党
は
二
十
七
日
の
衆
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
で
」
、
「
自
民
党
に
抗
議
し

た
。
同
党
の
�
木
毅
筆
頭
理
事
は
「
適
切
で
は
な
か
っ
た
」
と
認
め
、
再
発
防
止
を
図
る
こ
と
を
約
束
し
」
、
「
首
相
に
伝

え
る
こ
と
を
約
束
」
し
た
こ
と
は
、
口
頭
で
あ
る
と
し
て
も
公
党
間
の
約
束
で
あ
り
、
「
佐
藤
勉
議
運
委
員
長
は
記
者
団
に

「
自
然
発
生
的
と
は
い
え
、
決
し
て
い
い
こ
と
で
は
な
い
」
」
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、
野
党
会
派
だ
け
か
ら
の
見
方
で

は
な
い
。
答
弁
書
で
い
う
「
指
摘
は
当
た
ら
な
い
」
と
の
見
解
は
、
か
か
る
公
党
間
の
約
束
に
基
づ
く
「
抗
議
」
を
一
顧
だ

に
し
な
い
国
会
軽
視
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
改
め
て
問
う
が
、
安
倍
総
理
は
か
か
る
公
党
間
の
約
束
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
猛
省
す
る
必
要
は
な
く
、
「
指
摘
は
当
た
ら
な
い
」
と
考
え
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

安
倍
総
理
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
「
民
意
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
、

日
本
は
民
主
主
義
の
国
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
し
て
、
衆
議
院
、
参
議
院
、
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
そ
こ
で
信
を
問
う
、
国
民
の
声
を
聴
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
民
意
に
お
い
て
は
、
直

近
の
民
意
と
し
て
は
、
先
般
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
の
結
果
こ
そ
が
ま
ず
直
近
の
民
意
で
あ
ろ
う
と
、
こ
の
よ
う
に
思
う
わ

け
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
我
が
党
が
大
き
な
議
席
を
獲
得
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
我
が
党
だ
け
の
考
え
方
で
物
事
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
つ
も
り
で
は
毛
頭
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
議

三



会
運
営
に
お
い
て
は
謙
虚
に
多
く
の
政
党
会
派
の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
表
明
し
て
い

る
。
他
方
、
安
倍
総
理
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
、
「
参
議
院
選
挙
で
、
自
由
民
主
党
と
公

明
党
の
連
立
与
党
は
、
目
標
の
改
選
過
半
数
を
大
き
く
上
回
る
勝
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
こ
の
道
を
、
力
強

く
、
前
へ
」
こ
れ
が
、
選
挙
で
示
さ
れ
た
国
民
の
意
思
で
あ
り
ま
す
」
と
表
明
し
て
い
る
。
答
弁
書
に
い
う
「
指
摘
は
当
た

ら
な
い
」
と
は
、
「
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
我
が
党
が
大
き
な
議
席
を
獲
得
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
我
が
党
だ
け
の
考
え
方
で

物
事
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
つ
も
り
で
は
毛
頭
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
」
と
の
過
去
の
安
倍
総
理
自
身
の
答
弁
に
反

し
、
さ
ら
に
は
「
参
議
院
選
挙
で
、
自
由
民
主
党
と
公
明
党
の
連
立
与
党
は
、
目
標
の
改
選
過
半
数
を
大
き
く
上
回
る
勝
利

を
得
る
こ
と
」
が
で
き
た
た
め
の
驕
り
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

内
閣
法
第
五
条
で
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
内
閣
提
出
の
法
律
案
、
予
算
そ
の
他
の
議
案
を
国
会
に
提
出

し
、
一
般
国
務
及
び
外
交
関
係
に
つ
い
て
国
会
に
報
告
す
る
」
責
務
を
負
っ
て
お
り
、
内
閣
は
国
会
に
対
し
て
誠
意
あ
る
対

応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
観
点
か
ら
も
、
今
後
、
国
会
か
ら
「
抗
議
」
等
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
政
府
は
誠
意

あ
る
対
応
を
行
い
、
公
党
間
の
約
束
を
無
視
し
、
国
会
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く
、
「
議
会
運
営
に
お
い
て
は
謙
虚
に
多
く
の

政
党
会
派
の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
」
い
く
こ
と
を
具
体
的
な
行
動
で
示
し
、
誠
実
に
守
る
こ
と
を
約
束
で
き
る
の
か
。
見
解

四



を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


